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特定行為研修の理念 

  

  

 県下唯一の医科大学として、高度実践的看護臨床教育を通して、 

地域医療の質向上に貢献します。また、特定行為を行う看護職として 

の社会的責任と役割を自覚し、新たな臨床看護の発展に寄与するこ 

とのできる看護師を育成します。 

                       

                                

                            

3 



特定行為研修の目標 

  

 本特定行為研修は、高度医療や地域医療の場において、 
特定行為に必要な臨床判断を包括的にできる能力、特定行為を 
倫理的かつ安全に行える能力、チーム医療のキーパーソンとして 
多職種と協働して問題解決できる能力、医学的視点と看護学的視点 
を融合した新たな看護展開を標準化する能力を養うことを目標とす
る。 
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本学の研修の概要① 

【急性期コース】 ７区分１６行為を開講 
 

特定行為区分： 
 

  １．呼吸器（気道確保に係るもの）関連 
 ２．呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連 
 ３．栄養に係るカテーテル管理 （中心静脈カテーテル管理）関連 
 ４．動脈血液ガス分析関連 
 ５．栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連 
 ６．術後疼痛管理関連 
 ７．循環動態に係る薬剤投与関連 
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本学の研修の概要② 

研修期間： 1期生 平成28年1月から1年間     

          2期生 平成29年1月から1年間 
定員：5名 
 

受講要件：１）日本国内における看護師免許を有していること 
       2）受講申請時点において、看護師免許取得後通算５年以上 
         の実務経験（急性期が望ましい）があること 
       3）所属施設からの推薦状を添付できること 
 

研修生：1期生（附属病院より３名・他施設より２名）１２～１４年の実務経験あり 
      集中ケア認定看護師・救急看護認定看護師・臨床工学技士免許など 
      の資格を有する者が多く、 集中治療部・救命救急センター・  
      手術部勤務経験あり 
      2期生    定員割れ、他施設からの応募なし  なぜ？    
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本学の研修の概要③ 

・共通科目：３２６時間・・・医学科の講義に合わせた受講 

               2期生から研修生のみの対面講義 

               +eラーニングへ変更、eラーニングは集合視聴 

 

・区分別科目：４０５時間・・・研修期間は終日研修場所で 

                 講義・演習・実習 

・研修受講料：７５０，０００円 

・研修中は職務免除扱い 

※他施設より研修受講を希望される場合は、 

 県からの研修費用の補助を施設側より確認していただく 

・履修免除はない 

7 



本学の研修の概要④ 

8 

共通科目：１期生 

       ・医科大学のシラバスより特定行為研修の共通科目として対応する 科目を選択 

        して構成       

       ・対応科目がない場合は研修生のみの講義を組立 

       ・講師陣は、本学医学科の基礎教育・臨床教育に携わる医師・教員・薬剤師 

       ・演習・実習は附属病院内で実施 

       ・医学科学生のＯＳＣＥ前の手技実習に参加     

       ・スキルスラボのシミュレーターを活用       

       2期生 

       ・研修生のみの対面講義は残し、医科大学の講義参加からeラーニング受講へ 

        変更 

       ・演習、実習指導者に、特定行為研修修了者を追加 

       ・医学科学生のＯＳＣＥ前の手技実習への参加から研修生のみの手技実習を 

        組立 

 

 



研修前の施設側の準備 
１．施設内での合意形成    

 ・病院運営協議会・医局長会議において病院長より説明 

２．周知について 

 ・各病棟へ厚生労働省ホームページ資料をファイリングし、 

 「特定行為に係る看護師の研修手引き」として配布 

 ・医療安全推進室・医療相談室へ研修開始の通知 

３．支援体制の構築 

 ・現場の調整 

 ・看護職賠償保険の加入確認 

４．看護師特定行為研修指導者講習会に参加 

５．他部門との調整 

 ・情報企画係、電子カルテ委員会（研修中・研修後の記録や承認方法について） 

 ・周術期管理センター（同意書取得） 
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研修中の特定行為記録 
（研修中は医師の権限委譲を受けて記入し、研修医と同様に指導医の承認がいる形式） 

① 患者を開き、カルテエ 
  ディタ画面の枠線の中の 
  領域で右クリックを行い、 
  研修中の特定行為記録 
  台紙をクリックします。 
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特定行為に係る看護記録 
（研修修了後は「特定看護師」として職種登録された者だけが記録できる形式） 

① 患者を開き、カルテエ 
  ディタ画面の枠線の中の 
  領域で右クリックを行い、 
  特定行為に係る看護記録 
  台紙をクリックします 
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実習場所  （奈良県立医科大学附属病院）  

・集中治療部 

 ICU:10床 

 心臓・血管・呼吸器外科 5床 

 麻酔科             5床 

 CCU:4床 

 循環器内科          4床 

 

 年間入室数 
 2014年             3,339名 

 2015年             3,589名           

  救命救急センターを追加 

 

・手術部（2016年9月移転） 

 移転前 14室          

 移転後 15室 

 

 手術件数 
 2014年              7,422件 

   （全麻4,822件 自家麻酔2,600件） 

 2015年              7,691件 

   （全麻5,103件 自家麻酔2,588件） 
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・区分別症例経験数（研修生全体）   症例確保に工夫が必要であった区分 
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循環動態に係る薬剤投与関連 

術後疼痛管理関連 

栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連 

動脈血液ガス分析関連 

栄養に係るｶﾃｰﾃﾙ管理（中心静脈ｶﾃｰﾃﾙ管理）関連 

呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連 

呼吸器（気道確保に係るもの）関連 
区分別症例数 

・同意書取得数（患者年齢内訳）       

年齢 0～9 10～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～79 80～89 

人数 3 1 1 5 8 15 42 64 11 
合計   
150 



今後の課題 
 １．特定行為研修修了者の呼称の統一          

 ２．養成期間や内容の統一（質の担保） 

 ３．研修費用の補助制度の活用 

 ４．院内外への周知や明示 

 ５．医師の特定行為についての理解と研修中・研修後の教育についての協力 

 ６．医師の手順書への理解と研修修了生の力量に応じた指示 

 ７．修了後の研鑽と支援（資格取得試験・更新規定はない） 

 ８．配属部署や活動範囲についての配慮と検討 

 ９．これまでの看護業務と並行して特定行為を実施することの修了者の負担への対応 

１０．インセンティブの設定 

１１．委員会の設置（可能なら他施設の研修修了生も参加して後進の育成・活動内容・ 

            症例などを検討） 

１２．キャリアパスの構築 

１３．医療安全体制の整備              手順書って何？指示書と何が違うの？ 

                                                       挿管も抜管もしてもらえるの！？ 
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ご清聴ありがとうございました 
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